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「学校」って？？ 
 
 今回から、新採用・若手事務職員へ向けた組織マネジメントだより『今日からあなたも“学校”

事務職員』を配付させていただきます。今回は、「学校」についてです。今後の発行計画の第１号と

したいと思います。 

 まず、はじめのお題は、「学校」です。一口で「学校」といっても、いくつかの役割があります。 

 

１ 教育の場 

   当然ですが、これが第一番です。学校教育法などという法律等を出さなくても誰もが理解し 

ていることです。では、そもそも学校は何で存在するようになったのか？古代、中世は別にし 

て、近代に学校のルーツを見ることができます。「国語、国史、国民道徳の教育をメインとして、

その国家の“国民”を育成する」ところでした。日本では、寺子屋が出発点で、「よみ かき そ

ろばん」となっていました。 

 そもそも論から言えば、学校が児童生徒に教えることは、ごく限定されていたのです。し 

かし、現在は、社会構造の変化、家庭構造の変化、地域の変化、経済状況の変化、グルーバル

化、地球環境等々、学校が教育していなかったものも、児童生徒に教えるべきものとして教育

課程の中に入っているのが現状です。そうかといって、「国語、算数、社会、道徳」（小学校）

のみを教える昔の学校にもどれるか？と言えば、答えは「Ｎｏ」です。 

２ 行政（教育）機関の場 

   本来、保護者等が市役所などへ行って、行う事務認定を学校が窓口となって行っていること

を言います。準要保護や特別支援教育奨励費などの認定、教職員の児童手当の認定、就学時の

健康診断などの業務を行っています。 

３ 災害の避難所としての場 

   全国の学校の耐震化工事がなかなか進んでいないようですが、市役所や公民館、公園と同様 

に、公立学校は、すべて災害の避難所となっています。市町によっては、学校内部又は外部に、

毛布や備蓄用の食糧等を常備してあるところもあります。県費負担教職員は、給与等は県費で

すが、身分は市町職員ですので、災害時には市役所の職員同様に災害対応に従事しなければな

りません。 

 



４ 福祉施設等としての場 

 １～３がおもな「学校」としての機能ですが、他にも様々な機能を加えた学校があります。 

ほんの一例です。 

 ・児童館や放課後児童クラブが内接、隣接している。 

 ・給食センターや給食調理場が内接、隣接している。 

 ・理科教育センター等が内接、隣接している。などです。 

 

以上、私たち教職員が、勤務する学校を少し考えてみました。では、組織マネジメント的にどう

なのか？ということです。前述したものは、設備・機能が中心でした。組織マネジメント的に見た

「学校」とは、どういうことでしょうか？ 

５ 組織マネジメント的に見た学校 

 学校を組織としてみた＜特性＞は、「多元的、多方向的な指向をもつ人々によって構成される運動

体」と定義されています。（これでは、むずかしすぎてわからない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

多元的：それぞれの教職員の立場 
  職種といってもいいかもしれません。 

また経験年数や所有している免許状の 
違いからくるパーソナリティｅｔｃ． 

多方向制：それぞれの教職員の教育観 
  教育に関する知識だけでなく、思いや 

考え方、深さや広さの違いといっても 
いいかもしれません。 

これらが上手く運動体として 
機能するには 

分業：適材適所の

校務分掌といっ

てもいいと思い

ます 

知識創造：同僚

性、批判的友人関

係、縦横のｺﾐﾆｭｹ

ｰｼｮﾝがしっかり

している。 

・迅速な意志決定の実現（先手先手の一手）    ・柔軟な組織構造との適合（生きた組織） 
・多様なニーズに対応（特別に支援を要する子等） ・ミドルリーダー（主任層）の職能発達 
   協働性の発達（お互いを尊重しながら、同じ目標に向かって、汗を流す。） 

マトリックス組織（格子状の組織：１人３役など、縦糸、横糸、斜め糸がきれいに格子状をつ 

くっている。）学校の強みに！！ 

近い将来、地域コミュニティ

の場としての学校の役割が

大きくなる。 



学校の中での「教育」「経営」の関係 

 公教育を行う市町立学校は、明らかに民間の企業と異なっています。利益追求や商品を購入した

人に幸せになってもらうための経営戦略は、学校にはそぐわない部分もあります。しかし、学校に

おいて「教育」と「経営」は、ベクトルが同じ方向でなければ、対立もしくは乖離してしまうこと

になります。不幸な「経営と教育」の対立ができてしまうのです。それでは、学習する児童生徒は、

不幸な存在になってしまいます。それでは困るので、次のように両者（「教育」と「経営」）を考え

たらどうでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記の図の説明 
  ○「教育」も「経営」も「機能」である。 
  ○「教育」と「経営」の目的場の原点をそろえること。 
    ※ただし、学校は教育のための特設な機関であるため、教育目的が上位にくる。経営目的は、 

従属する形となる。 
  ○各領域 
    Ａ領域：目的も機能も教育＝授業      Ｂ領域：目的も機能も経営＝予算編成等 
    Ｃ領域：教育目的を有しながら経営機能を発揮する領域＝教育課程の編成 
    Ｄ領域：経営目的を有しながら教育機能を発揮する領域＝授業研究 
    Ｅ領域：教育目的のもとで教育機能と経営機能を発揮する領域＝学校評価等 
    Ｆ領域：経営目的のもとで教育機能と経営機能を発揮する領域＝学校ＨＰの作成等 

Ａ領域                Ｃ領域 
狭義の                   教育目的を 
教育領域                     有した 
                           経営 
                           領域 
 
 
 
 
     
             Ｅ領域 
   教育目的のもとで教育と経営の機能を発揮 

教育目的 

経営目的 

Ｄ領域      Ｂ領域 
経営目的の    狭義の経営領域 
もとで教育 
機能     Ｆ 
    領域：経営目的 
    のもとで教育の機能 

教育機能 経営機能 

例：授業 

例：予算編成等 
例：教育課程の編成 

例：授業研究 

例：学校評価等 

例：学校 HP の作成等 



 
  どこの領域について、どの職種がその力を発揮するかによって、「教育」と「経営」の不幸な対立は 
なくなる。 

  
さて第１号を読まれてどのように感じられたでしょうか？少し学問的な話も出てきましたが、次

号からは私たち事務職員のことについてたよりを書いていきます。たよりは毎月５日に発行するの

で、楽しみに待っていてください。 

 
 

発行計画 

Ｎｏ．０１ 「学校」って 
Ｎｏ．０２ 「学校事務」って 
Ｎｏ．０３ 「学校事務職員」って 
Ｎｏ．０４ 「学校事務職員の業務」って 
Ｎｏ．０５ 「学校事務の共同実施」って 
Ｎｏ．０６ 「事務部経営計画」って 
Ｎｏ．０７ 「１日の業務」って 
Ｎｏ．０８ 「仕事の進め方 その１」 
Ｎｏ．０９ 「仕事の進め方 その２」 
Ｎｏ．１０ 「仕事の進め方 その３」 
Ｎｏ．１１ 「１年目で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１２ 「３年目で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１３ 「５年目で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１４ 「副主査で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１５ 「主査で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１６ 「事務主幹で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１７ 「事務長で身につけてほしいこと・できるようになってほしいこと」 
Ｎｏ．１８ 「さいごに」 
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